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ERATOセミナ 2010- No. 12

分散データベースからの k頻出飽和アイテム集合の

プライバシー保護発見

山本章博
京都大学大学院情報学研究科

2010/8/6

概要

水平分割され分散配置されたトランザクションデータベースに，全体として頻出

する飽和アイテム集合を暗号化と組み合わせて発見する手続きを提案する．頻出飽

和アイテム集合は，頻出アイテム集合の圧縮形とみなせることから，分散配置された

データベースからのプライバシー保護発見に有用と考えられる．本講では基本アイ

デアを実験結果とともに報告する．
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